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多剤耐性の原因となるプラスミドの分子疫学解析

研究の概要

　病原菌の薬剤耐性化は臨床上大きな問題であり、特に、腸内細菌科細菌をはじめとする

グラム陰性桿菌では多剤耐性化が顕著である。病原菌の薬剤耐性機序は様々であるが、特

に、プラスミドを介した薬剤耐性機序は、菌種を超えて広く伝播する可能性がある。そこで、本

研究では、臨床上問題になり得る薬剤耐性プラスミドの実態把握および分子疫学的解析を

目的とする。

　積極的疫学調査等によって搬入される、カルバペネム耐性腸内細菌科細菌をはじめとする

薬剤耐性菌と、それらに該当するヒトの情報（検査依頼書及びNESID：感染症サーベイラ

ンスシステムに登録されている情報）を合わせて解析する。
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令和3年度から令和5年度まで
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